










染色体の脆弱部位(fragile sites)を大別すると,特定の個体でのみ出現頻度が高く,遺伝

性の認められるheritable fragile sitesと,大多数の人に発現するが,出現頻度は低いco

mmon fragile sites に分けられる。前者は,その発現に必要な培養条件により,Folate-sen

sitive fragile sites,Brd U-requiring fragile sites,distamycin-A inducible fragil

e sites に分けられ,それぞれ 15 部位,1 部位,2部位の計 18 部位が知られている。近年,Gl

overらがaphidicolinで6部位の,Sutherlandらは5-azacytidine,Bromodeoxyuridineで,

それぞれ 2 部位,3 部位の common fragile sites が高頻度に発現することを報告した。従

って,common fragile sitesとheritable fragile sitesの区別は,当初考えられたほど明

確でなく,検出のための培養条件により,前者から後者に移行すると考えられる。 

folate-sensitive fragile sites に属する fra(X)(q27)が精神薄弱を伴う以外は臨床症状

を呈しない。一般集団での fragile sites の分布についても詳細な報告はない。われわれ

は,一般集団と fra(Xq27)陽性児につき,4 種の培養条件下での common fragile sites の分

布を比較検討した(昭和 59 年度研究報告)。今回は①3種の培養条件下での fragile sites

の出現頻度を同様に検討した。さらに②thymidylatc stress によるリンパ球の大型化,③c

ommon fragile sites に対する aphidicolin と ethanol の相乗効果について検討した。 


